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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 3,189 △5.1 △247 ― △248 ― △325 ―

22年３月期第１四半期 3,362 △26.4 △803 ― △817 ― △778 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △35.73 ―

22年３月期第１四半期 △85.45 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 9,476 6,293 66.4 690.81

22年３月期 9,290 6,636 71.4 728.48

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 6,293百万円 22年３月期 6,636百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 5.00 ― 0.00 5.00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 5.00 ― 10.00 15.00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 7,320 △11.8 60 ― 26 ― 143 ― 15.70

通期 16,850 △2.0 500 ― 460 ― 514 ― 56.42



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

※四半期レビュー手続の実施状況の表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。
  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決

算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、添付資料「2.その他の情報」（４ページ）をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  －社 (            )、除外  －社 (            )

(注) 連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理
の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 9,110,000株 22年３月期 9,110,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 30株 22年３月期 30株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 9,109,970株 22年３月期１Ｑ 9,109,970株







  
① 資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は以下のとおりであります。 
  

（流動資産） 

流動資産残高は、4,803百万円（前連結会計年度末比253百万円増、5.6％増）となりました。主

な増減要因は、現金及び預金の減少、受取手形及び売掛金の減少、たな卸資産の増加であります。
  

（固定資産） 

固定資産残高は、4,672百万円（前連結会計年度末比68百万円減、1.4％減）となりました。主な

増減要因は、資産除去債務会計基準の適用に伴う有形固定資産の増加、投資有価証券の減少、のれ

んの償却であります。 
  

（流動負債） 

流動負債残高は、2,293百万円（前連結会計年度末比563百万円増、32.5％増）となりました。主

な増減要因は、短期借入金の増加、未払金の減少であります。 
  

（固定負債） 

固定負債残高は、889百万円（前連結会計年度末比34百万円減、3.8％減）となりました。主な増

減要因は、長期借入金の減少、資産除去債務の増加であります。 
  

（純資産） 

純資産残高は、6,293百万円（前連結会計年度末比343百万円減、5.2％減）となりました。主な

減少要因は、利益剰余金の減少であります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、871百万円

（前連結会計年度末比232百万円減、21.0%減）となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は、売上債権の減少（266百万円）などがあったものの、税金等調整前四半

期純損失の計上（301百万円）、たな卸資産の増加（366百万円）などにより、440百万円の減少

（前第１四半期連結累計期間は38百万円の増加）となりました。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は、無形固定資産の取得による支出（38百万円）などにより、41百万円の減

少（同31百万円の増加）となりました。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は、長期借入金の返済による支出（150百万円）などがあったものの、短期

借入金の純増額（400百万円）などにより、249百万円の増加（同383百万円の減少）となりまし

た。 

  

  

業績予想につきましては、現時点において平成22年５月13日に公表いたしました業績予想から変更は

ありません。 

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したも

のであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

Bí� �3� Bí
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該当事項はありません。 

  

  

① 簡便な会計処理 

・棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

・固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度にかかる減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。 

  

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付額の算定に関しましては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる場合においては、前連結会計年度にお

いて使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表作成に特有な会計処理 

該当事項はありません。 

  

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業損失、経常損失は、それぞれ1,320千円増加し、税金等調整前四半期純損失は、

59,502千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は102,391

千円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

－ 4 －
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当社グループは、前々連結会計年度から損失を計上していることから、将来にわたって事業活動の継

続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。このような状況の

もと、当社グループは、平成23年3月期を初年度とする新たな中期経営計画（3ヵ年）を策定し、既存顧

客との関係強化、新規事業等の拡大による新規顧客の獲得などによる収益構造の変革および競争力のあ

る企業への転換を目指すほか、コスト削減と企業体質の強化による収益基盤の安定化を図っていくため

以下の施策を実施しております。 
  
＜営業強化策＞ 

業種・業務ノウハウを活かしたターゲットの選択と集中、上流工程の対応力、品質遵守の強化によ

るサービス拡大、当社グループのシナジーを活かした高付加価値ソリューションの提案、クラウド形

態によるサービス提供型ビジネスの展開および経営とＩＴの統合コンサルによる新規顧客の開拓なら

びに既存顧客へのサービス拡大を進め受注獲得に努めております。 
  
＜原価低減策＞ 

プロジェクト管理体制の強化による不採算プロジェクトの撲滅、生産性の向上によるコストの圧

縮、グループ内相互協力による収益基盤の強化および内製化の推進により外部流失の抑制を進めてお

ります。 
  
＜人員削減策＞ 

現在の市場規模に対応できるよう、大幅な人員削減を実施いたしました。なお、人員削減に伴う費

用につきましては、前連結会計年度末において特別損失（事業構造改善費用）として計上いたしまし

た。 
  
＜経費削減策＞ 

前連結会計年度に引き続いて、役員報酬および管理職給与の削減ならびに設備投資の見直し、延期

による経費削減を実施しております。また、当連結会計年度より一般社員についても給与の削減を実

施しているほか、事業計画に織り込み済みの経費についても再度内容の精査を行い、更なる経費削減

を実施しております。 
  
これらにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要

－ 5 －
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 871,920 1,103,969

受取手形及び売掛金 2,528,931 2,795,564

商品及び製品 36,600 99,427

仕掛品 767,416 337,612

その他 604,864 224,445

貸倒引当金 △6,188 △11,032

流動資産合計 4,803,544 4,549,987

固定資産

有形固定資産 246,732 210,966

無形固定資産

のれん 986,208 999,997

その他 326,796 336,725

無形固定資産合計 1,313,005 1,336,722

投資その他の資産

投資有価証券 2,907,653 2,989,797

その他 241,276 239,502

貸倒引当金 △36,207 △36,209

投資その他の資産合計 3,112,723 3,193,089

固定資産合計 4,672,461 4,740,779

資産合計 9,476,005 9,290,767

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 667,206 636,201

短期借入金 500,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 300,000 300,000

未払法人税等 9,813 21,951

受注損失引当金 27,654 54,056

その他 788,536 617,920

流動負債合計 2,293,211 1,730,129

固定負債

長期借入金 750,000 900,000

役員退職慰労引当金 11,710 11,710

資産除去債務 102,940 －

その他 24,864 12,466

固定負債合計 889,514 924,176

負債合計 3,182,726 2,654,306

純資産の部

株主資本

資本金 1,737,237 1,737,237

資本剰余金 507,237 507,237

利益剰余金 4,059,026 4,384,552

自己株式 △16 △16

株主資本合計 6,303,485 6,629,010

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △10,205 7,449

評価・換算差額等合計 △10,205 7,449

純資産合計 6,293,279 6,636,460

負債純資産合計 9,476,005 9,290,767

－ 6 －
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
至 平成21年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年6月30日)

売上高 3,362,465 3,189,758

売上原価 3,304,998 2,729,182

売上総利益 57,467 460,575

販売費及び一般管理費 860,963 708,223

営業損失（△） △803,496 △247,647

営業外収益

受取利息 194 86

受取配当金 1,197 891

助成金収入 － 31,860

その他 2,596 4,063

営業外収益合計 3,988 36,900

営業外費用

支払利息 7,023 6,266

支払手数料 6,589 17,417

持分法による投資損失 888 13,092

その他 3,381 600

営業外費用合計 17,882 37,376

経常損失（△） △817,390 △248,123

特別利益

貸倒引当金戻入額 29,055 4,846

特別利益合計 29,055 4,846

特別損失

固定資産売却損 － 102

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 58,182

特別損失合計 － 58,284

税金等調整前四半期純損失（△） △788,335 △301,561

法人税等 △9,882 23,964

四半期純損失（△） △778,452 △325,525

－ 7 －
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △788,335 △301,561

減価償却費 35,609 41,438

のれん償却額 13,789 13,789

受注損失引当金の増減額（△は減少） 54,374 △26,401

貸倒引当金の増減額（△は減少） △28,874 △4,846

受取利息及び受取配当金 △1,391 △977

支払利息 7,023 6,266

持分法による投資損益（△は益） 888 13,092

固定資産売却損益（△は益） － 102

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 59,502

売上債権の増減額（△は増加） 1,733,659 266,633

たな卸資産の増減額（△は増加） △641,041 △366,976

その他の資産の増減額（△は増加） △370,439 △353,713

仕入債務の増減額（△は減少） △314,827 31,005

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,643 44,935

その他の負債の増減額（△は減少） 359,800 149,049

その他 575 △1,080

小計 48,167 △429,742

利息及び配当金の受取額 68,687 48,108

利息の支払額 △13,523 △12,125

法人税等の支払額 △64,552 △46,641

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,779 △440,400

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △3,935 －

有形固定資産の売却による収入 － 1

無形固定資産の取得による支出 △62,919 △38,353

投資有価証券の売却による収入 781 994

子会社株式の取得による支出 △600 △900

貸付けによる支出 △300 △900

貸付金の回収による収入 963 2,062

その他 △2,456 △4,541

投資活動によるキャッシュ・フロー 31,533 △41,637

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 400,000

長期借入金の返済による支出 △295,000 △150,000

配当金の支払額 △88,325 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △383,325 249,989

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △313,012 △232,049

現金及び現金同等物の期首残高 1,662,988 1,103,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,349,976 871,920
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社および連結子会社は、顧客ニーズに応じた情報システムの企画・提案、ソフトウェアの開発、機

器の選定・販売、システムの運用および保守サポート等、情報サービス事業の総合的な提供を事業内容

としており、不可分の営業形態でありますので、事業の種類別セグメント情報の記載は省略しておりま

す。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。 

  

【海外売上高】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

【セグメント情報】 

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

 当社グループは、提供する製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスに

ついて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは事業部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、

「公共システム開発事業」「ネットワークシステム開発事業」「システムインテグレーション事業」

「ＩＴサービス事業」および「サポートサービス事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 各区分に属する主な製品・サービスは、それぞれ以下のとおりであります。 

  

 
  

(5) セグメント情報

区分 主な製品・サービス

公共システム開発事業
コンピュータシステム構築に必要な全体または一部のソフトウェア開発を

受託して行う事業のうち、官公庁、報道、通信、金融系に特化した業務

ネットワークシステム開発事業

コンピュータシステム構築に必要な全体または一部のソフトウェア開発を

受託して行う事業のうちネットワーク管理、運用管制、データ解析に特化

した業務

システムインテグレーション事業

顧客にとって最適な企画・提案を行うことにより、そのコンピュータシス

テム構築を一括して請負う業務（顧客のコンピュータシステム構築に関し

て、当社が主導的に行うソフトウェア開発の請負業務を含む）

ＩＴサービス事業
情報システムを導入するためのコンサルティングからシステム構築・運

用・保守に至るまでの一貫した情報技術を請負う業務

サポートサービス事業
顧客のコンピュータシステム利用局面における各種課題（導入、運用、保

守、評価、教育等）の解決を支援する業務

－ 10 －

キーウェアソリューションズ㈱　（3799）　平成23年３月期　第１四半期決算短信



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（単位：千円）

 
（注）１ セグメント利益の調整額2,355千円は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

報告セグメント

公共システ
ム開発事業

ネットワー
クシステム
開発事業

システムイ
ンテグレー
ション事業

ＩＴサービ
ス事業

サポートサ
ービス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 733,816 356,295 364,439 1,053,446 151,562 2,659,559

セグメント間の内部
売上高又は振替高

21,124 3,900 1,409 38,815 127,826 193,077 

計 754,941 360,195 365,848 1,092,262 279,389 2,852,636

セグメント利益 △77,416 △59,375 △16,766 △73,667 △8,799 △236,024

その他
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２

売上高

外部顧客への売上高 530,198 ─ 3,189,758

セグメント間の内部
売上高又は振替高

90,508 △283,585 ─

計 620,707 △283,585 3,189,758

セグメント利益 △13,978 2,355 △247,647
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

当社グループが属する情報サービス産業における業績変動の特異性として、第４四半期連結会計期間

に検収される案件の割合が多いため、第４四半期連結会計期間に売上高が著しく増加いたします。 

  

  

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(7) 季節変動に関する注記
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受注実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

販売実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

4. 補足情報

 生産、受注及び販売の状況

(1) 受注実績

事業区分

前第1四半期連結累計期間
自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

当第1四半期連結累計期間
自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日

増減

受注高 受注残高

受注高
(千円)

受注残高 
(千円)

受注高
(千円)

受注残高
(千円)

金額(千円)
前年同
四半期
比(％)

金額(千円)
前年同
四半期
比(％)

システム開発
事業

1,942,350 2,598,055 1,835,201 2,594,124 △107,149 △5.5 △3,930 △0.2

総合サービス
事業

1,516,800 3,021,129 1,761,751 2,621,140 244,950 16.1 △399,989 △13.2

合計 3,459,151 5,619,185 3,596,952 5,215,264 137,801 4.0 △403,920 △7.2

(2) 販売実績

事業区分

前第1四半期連結累計期間
自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

当第1四半期連結累計期間
自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日 増減額(千円)

前年同四半期
比(％)

販売高(千円) 構成比(％) 販売高(千円) 構成比(％)

システム開発
事業

1,912,951 56.9 1,845,882 57.9 △67,069 △3.5

総合サービス
事業

1,449,513 43.1 1,343,876 42.1 △105,637 △7.3

合計 3,362,465 100.0 3,189,758 100.0 △172,706 △5.1
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